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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

対象鳥獣 

イノシシ、ニホンジカ、ハクビシン、カルガモ、カラス（ハシ

ブトガラス・ハシボソガラス）、ドバト、キジバト、スズメ、 

ニュウナイスズメ、タヌキ、ツキノワグマ 

計画期間 令和７年度～令和９年度 

対象地域 岩沼市 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

 （１）被害の現状（令和５年度） 

鳥獣の種類 

被害の現状 

品 目 被害数値 

イノシシ 水稲 
被害金額：20千円 

被害面積：2.0a 

ハクビシン 野菜、果樹 
被害金額：62千円 

被害面積：2.0a 

カルガモ 水稲 
被害金額：135千円 

被害面積：13.0a 

カラス 野菜、水稲 
被害金額：120千円 

被害面積：3.0a 

ドバト、 

キジバト 
‐ 

被害金額：0千円 

被害面積：0.0a 

スズメ、 

ニュウナイスズメ 
‐ 

被害金額：0千円 

被害面積：0.0a 

ニホンジカ ‐ 
被害金額：0千円 

被害面積：0.0a 

タヌキ ‐ 
被害金額：0千円 

被害面積：0.0a 

ツキノワグマ 果樹 
被害金額：84千円 

被害面積：1.0a 
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 （２）被害の傾向 

○イノシシ 

  豚熱の流行及び侵入防止柵の整備が進んだことなどから、令和２年

度をピークに農作物被害は減少傾向にある。しかし、年々捕獲頭数は

増加しており、山間部等の地域を中心に被害は継続して発生してい

る。被害の発生時としては、主に５月頃のタケノコ等をはじめ、８月

下旬から９月上旬には稲刈り前の水稲への踏み荒らし、１１月から３

月頃の冬期における畑作物への被害がある。 

○ハクビシン 

  市内全域で出没が確認されており、野菜等の収穫前に被害に遭うこ

とが多い。 

○カルガモ、カラス、ドバト、キジバト 

  市内全域で出没が確認されており、水稲や野菜等への被害がある。 

○スズメ、ニュウナイスズメ 

  市内全域で出没が確認されているが、農作物への被害は確認できて

いない（自家消費等を除く）。 

○ニホンジカ 

  山間部に近い農地等での出没が確認されているが、農作物への被害

は確認できていない（自家消費等を除く）。 

○タヌキ 

  市内全域で出没が確認されているが、農作物への被害は確認できて

いない（自家消費等を除く）。 

○ツキノワグマ 

  山間部に近い農地等での出没が確認されており、果樹への被害が多

い 
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 （３）被害の軽減目標 

指標 現状値（令和５年度） 目標値（令和９年度） 

イノシシ 
被害金額：20千円 

被害面積：2.0a 

被害金額：18千円 

被害面積：1.8a 

ハクビシン 
被害金額：62千円 

被害面積：2.0a 

被害金額：55.8千円 

被害面積：1.8a 

カルガモ 
被害金額：135千円 

被害面積：13.0a 

被害金額：121.5千円 

被害面積：11.7a 

カラス 
被害金額：120千円 

被害面積：3.0a 

被害金額：108千円 

被害面積：2.7a 

ドバト、 

キジバト 

被害金額：0千円 

被害面積：0.0a 

被害金額：0千円 

被害面積：0.0a 

スズメ、 

ニュウナイスズメ 

被害金額：0千円 

被害面積：0.0a 

被害金額：0千円 

被害面積：0.0a 

ニホンジカ 
被害金額：0千円 

被害面積：0.0a 

被害金額：0千円 

被害面積：0.0a 

タヌキ 
被害金額：0千円 

被害面積：0.0a 

被害金額：0千円 

被害面積：0.0a 

ツキノワグマ 
被害金額：84千円 

被害面積：1.0a 

被害金額：75.6千円 

被害面積：0.9a 

  ※目標値は、現状値の 1割減に設定。 
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 （４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕 獲 等

に 関 す

る取組 

 岩沼市農作物有害鳥獣対策

協議会を中心に、主に以下の

被害防止対策を実施。 

○イノシシ 

 ・捕獲機器の貸出 

 ・狩猟免許の取得助成 

 ・捕獲に応じた捕獲活動経

費の補助 

○ハクビシン 

 ・捕獲機器の貸出 

○カルガモ、カラス、ドバ

ト、キジバト 

 ・岩沼市鳥獣被害対策実施

隊による春・秋の予察捕

獲の実施 

○獣類全般 

 ・害獣撃退装置の貸出 

・捕獲活動については、岩沼

市鳥獣被害対策実施隊を中

心に行っていたが、隊員の

高齢化による担い手不足が

懸念されることから、後継

者の育成が急務となる。 

 

・被害地域が拡大傾向にある

ことから、捕獲活動の広範

囲化及び活発化を図ってい

くことが必要となる。 

防 護 柵

の 設 置

等 に 関

す る 取

組 

・鳥獣被害防止総合支援事業を

活用した侵入防止柵（電気

柵）の整備（約 5.3km） 

 

・侵入防止柵（電気柵）を整備

した地域外への被害が増加

傾向にあることから、整備

地域外においても地域住民

の合意形成を行いながら、

対策を実施していくことが

必要となる。 

生 息 環

境 管 理

そ の 他

の取組 

・廃棄野菜や放任果樹等の管理

及び周辺環境の整備（草刈り

等）の徹底 

・農事組合法人の他に個人農

家への周知も必要となる。 

・鳥獣の習性を理解し、被害

防止等の知識を普及する必

要がある。 
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 （５）今後の取組方針 

○鳥類については、予察捕獲活動を継続的に実施する。イノシシ等につ

いては、捕獲機器の整備推進による捕獲活動の強化を図る。 

○農作物の被害状況調査を実施し、被害の実態を把握するとともに、被

害防止の意識啓発を含めた被害防止対策の普及を行う。また、必要に

応じて侵入防止柵（電気柵）等の整備を検討する。 

○岩沼市鳥獣被害対策実施隊の高齢化が進んでいることから、狩猟免許

の取得助成等の支援により、担い手の確保に努める。 

 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

 （１）対象鳥獣の捕獲体制 

 イノシシ及びニホンジカについては、第 13次宮城県鳥獣保護管理事業

計画に基づき、宮城県猟友会岩沼支部及び岩沼市鳥獣被害対策実施隊と

協力・連携をしながら捕獲を実施していく。 

 その他の有害鳥獣については、自主的な被害防止対策を講じても被害

等が防止されず、捕獲の必要性が認められる場合において、岩沼市鳥獣

被害対策実施隊に対し、捕獲を依頼し対応する。 

 

 （２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和７年度 

 

～ 

 

令和９年度 

 

イノシシ 

ニホンジカ 

ハクビシン 

カルガモ 

カラス 

ドバト 

キジバト 

スズメ 

ニュウナイスズメ 

タヌキ 

ツキノワグマ 

 

・捕獲機器の貸出 

 

・捕獲に応じた捕獲活動経費の助成 

 

・担い手の確保へ向けた狩猟免許取

得に係る助成 

 

・害獣撃退装置の貸出 
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 （３）対象鳥獣の捕獲計画 

捕獲計画数等の設定の考え方 

 市内のイノシシの捕獲実績については、令和３年度が８４頭、令和４

年度が９４頭、令和５年度が１０４頭であり、今後も同程度の個体数が

推測される。 

 その他の有害鳥獣については、近年の捕獲実績及び被害報告並びに目

撃情報等を参考に捕獲計画数等を設定する。 

【令和５年度捕獲実績】 

○イ ノ シ シ：104頭 

○ハクビシ ン：17匹 

○カ ル ガ モ：48羽 

○ド バ ト：2羽 

○ス ズ メ：0羽 

○タ ヌ キ：18匹 

 

○ニホンジ カ：0頭 

○カ ラ ス：39羽 

○キ ジ バ ト：13羽 

○ニュウナイスズメ：0羽 

○ツキノワグマ：0頭 

 

対象鳥獣 
捕獲計画数等 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 

イノシシ 110頭 110頭 110頭 

ニホンジカ 3頭 3頭 3頭 

ハクビシン 30匹 30匹 30匹 

カルガモ 60羽 60羽 60羽 

カラス 60羽 60羽 60羽 

ドバト 30羽 30羽 30羽 

キジバト 30羽 30羽 30羽 

スズメ 10羽 10羽 10羽 

ニュウナイスズメ 10羽 10羽 10羽 

タヌキ 30匹 30匹 30匹 

ツキノワグマ 1頭 1頭 1頭 
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捕獲等の取組内容 

○イノシシ、ニホンジカ 

  イノシシ用捕獲機器により、山間部等において通年での捕獲活動を

実施する。特に、１１月から３月頃の冬期は、山林等にイノシシ、ニ

ホンジカの餌が少なくなるため、重点的に活動を実施する。また、銃

器による捕獲活動も実施する。 

○ハクビシン・タヌキ 

  ハクビシン・タヌキ用捕獲機器の貸出を通年実施する。 

○カルガモ、カラス、ドバト、キジバト、スズメ、ニュウナイスズメ 

  市内全域にて、春（５月）、秋（９月）に銃器による予察捕獲を実施

する。 

○ツキノワグマ 

  人身被害等による捕獲の必要性が認められる場合において、捕獲を

実施する。 

 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

 

 

 （４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 
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４．防護柵の設置等に関する事項 

 （１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 
整備内容 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 

イノシシ 
イノシシによる被害が生じた場所について、地域住民と話

し合いを行いながら適切な距離の侵入防止柵を設置する。 

 

 （２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 
取組内容 

令和７年度 令和８年度 令和９年度 

イノシシ 

 

・侵入防止柵周囲

の草刈り 

 

・イノシシによる

破損箇所がない

か点検、見回り 

 

・大雨や台風の後

の点検、見回り 

 

 

・侵入防止柵周囲

の草刈り 

 

・イノシシによる

破損箇所がない

か点検、見回り 

 

・大雨や台風の後

の点検、見回り 

 

 

・侵入防止柵周囲

の草刈り 

 

・イノシシによる

破損箇所がない

か点検、見回り 

 

・大雨や台風の後

の点検、見回り 

 

 

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 

年度 対象鳥獣 取組内容 

令和７年度 

 

～ 

 

令和９年度 

 

イノシシ 

ニホンジカ 

ハクビシン 

タヌキ 

ツキノワグマ 

 

・廃棄野菜や放任果樹等の管理及び

周辺環境の整備（草刈り等）の徹

底 

 

・鳥獣の習性及び被害防止等に関す

る知識の普及 
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６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

 （１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

宮城県仙台地方振興事務所 

林業振興部 

 市町村への情報提供、技術的な助

言、その他必要な援助を行う。 

岩沼市市民経済部産業振興課 
 関係機関との連絡調整、情報収

集、地域巡回、捕獲許可等を行う。 

岩沼市教育委員会 
 管内教育機関への関連情報の提

供、注意喚起等を行う。 

宮城県岩沼警察署 
 地域巡回、緊急時における銃器に

よる捕獲許可等を行う。 

町内会 
 地域住民への関連情報の提供、注

意喚起等を行う。 

自然保護員 
 情報収集、地域巡回、被害防止対

策の普及啓発等を行う。 

宮城県猟友会岩沼支部 

地域巡回、被害防止対策の普及啓

発、有害鳥獣許可に基づく捕獲活動

等を行う。 

岩沼市鳥獣被害対策実施隊 

 地域巡回、被害防止対策の普及啓

発、有害鳥獣許可に基づく捕獲活動

等を行う。 

 

 （２）緊急時の連絡体制 

①通報者から岩沼市市民経済部産業振興課または生活環境課へ通報 

（相手方、場所、頭数、状況等の確認） 

②岩沼市市民経済部産業振興課及び生活環境課より必要に応じて関係機

関に連絡、注意喚起要請 

③現場確認・対応協議（岩沼市市民経済部産業振興課、生活環境課、宮

城県岩沼警察署、自然保護員、岩沼市鳥獣被害対策実施隊） 

 

 

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

 一般廃棄物扱いによる焼却や埋設により適正処理する。 
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８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 

（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品  

ペットフード  

皮革  

その他 

（油脂、骨製品、角製品、動物園 

等での屠体給餌、学術研究等） 

 

 

（２）処理加工施設の取組 

 

 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

 

 

９．被害防止施策の実施体制に関する事項 

 （１）協議会に関する事項 

協議会の名称 岩沼市農作物有害鳥獣対策協議会 

構成機関の名称 役割 

岩沼市市民経済部産業振興課  全体総括、協議会事務局 

宮城県猟友会岩沼支部  鳥獣捕獲活動の実施、意見提言 

仙台農業協同組合  農作物の被害状況把握、情報収集 

宮城県亘理農業改良普及センター 
 有害鳥獣による被害防止の技術的

指導 

宮城県農業共済組合県南支所  農作物の被害状況把握、情報収集 

自然保護員 
 野生動物の保護、防止対策の意見

提言 

岩沼市鳥獣被害対策実施隊  鳥獣捕獲活動の実施、意見提言 

岩沼市農業委員会事務局  農作物の被害状況把握、情報収集 
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（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

宮城県岩沼警察署 
 銃砲刀剣類所持等取締法に基づく安全管理指導、

助言 

 

 （３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

 岩沼市鳥獣被害対策実施隊 13名 

 

 （４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

 

 

 

１０．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

・名取市と予察捕獲活動の日程を合わせて実施することで広域的な被害

防止となるように努める。 

 

・他の関係機関との連携を高め、関連する情報及び被害防止対策に係る知

識の共有に努める。 

 


